
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会スローガン『進』 
・進んでみんなのために働く 

・進んで協力する 

・みんなで前に進む 

・進化していいものになる 

水 緒 
「知徳の方向 あやまらず 進め」 

第 １３７５号 

（令和３年度 第１０号） 

洋野町立種市小学校 

令和３年６月１０日 

児童数 ２３９名 

海の子ブラスのファンファーレで

始まった運動会。昨年行われなかっ

た入場行進も行い、１年生の「始め

の言葉」、ラジオ体操、選手宣誓と進

み、いよいよ勝負に進みました。 

運動会スローガン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生の面倒をみる係になったと嬉しそうに教え 

てくれた。コロナ禍、下学年との交流ができよかった。

４年生の子は、「３年生によさこいを教えているよ」

「今日こうだったよ」と練習の様子をたくさん教えて

くれていたので楽しみながら見ることができた。 

 

チャンスレースでは、下学年に声をかけ、お兄さん 

らしい一面もあった。クラスとしては応援リーダーと

して特に応援に力を入れ、頑張ったようだ。 

 

姉妹で紅白に分かれてしまったが、毎日家でもお互

いの応援合戦をしていた。緊張していて本番を迎え、

終わってすっきりしてぐっすり眠っていた。よく頑張

ったと思う。 

当日は頑張ると「カツサンド」を食べていった。体 

は小さいが、みんなでやることは大好き。走ることも

大好き。運動会で活躍できるところをみんなに見ても

らいたかったなあ。 

たくさんご紹介したくて、意味が変わらないように 

気をつけながら、文を短くまとめておりますことをご了

解ください。 

進：みんなのために動く（働く） 進：みんなで協力する 

チャンスレースや団体競技の組が学年混合だっ

たり、練習すればするほど上手になる内容だったり

して、練習のときから「協力」が生まれていました。 

 

子どもたちの気合の入った声が響き渡った。短縮さ 

れた運動会となったものの、子どもたちの団結、気合、

本気がみることができて心から感動させてもらった。

普段はそんなに本気を見せない自分の子どもも当日は

見直した。見せないだけでたくさん練習していたんだ

なあ。こんなに活発に先頭に立っているんだなあ…と。

成長を感じることができた。両団長も声をからしなが

ら組をまとめ応援をしている姿に大きな拍手でした。 

 

大忙しの係り。５・６年生が

いないときは４年生も働きま

した。今年は安全のための小さ

な雷管を調達することができ

たので、一部、子どもも打ちま

した。 

よさこいソーランでも元気な声で踊り、短い間によ 

くここまでしっかりおぼえられるなあと思った。教え

てくれた上級生にも感謝。 

 よさこいは自分の子どもは出ていないがとても必 

死に楽しそうに演技しているところをみて感動した。

自分の子があの頃はこういう感じだったかなと再び

泣きそうになった。応援合戦はどちらも素晴らしく一

生懸命さが伝わってきてとても感動した。見に行けて

よかった。ありがとうございました。 

 司会、アナウンスをしていた児童のみなさんがとて 

も素敵だった。自分の言葉で目の前で起こっているこ

とを伝え、応援していることが素晴らしくてひそかに

釘付けで見ていた。想いを言葉に乗せることや楽しん

で話していることも伝わってきた。小学生でこんなこ

とができるなんて、大人になったら好きなことでわく

わくお仕事できそうと、見ててわくわくしてしまった。 

 


